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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月5日(2016.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピッチ角を制御可能なブレードを有するダウンウインド型風車であって、
　前記ピッチ角を制御する制御装置は、
　前記風車を停止させる際に、前記ブレードのピッチ角を流入角が大きくなる方向に回転
させて前記ブレードがフェザー状態になるように制御することを特徴とするダウンウイン
ド型風車。
【請求項２】
　請求項１に記載のダウンウインド型風車において、
　前記ピッチ角を制御する制御装置は、
　前記風車を停止する際の前記ブレードのピッチ角または前記ピッチ角と相関関係を有す
る状態量を判断指標として、前記ピッチ角または前記状態量が所定値を超えるときには、
前記ピッチ角を流入角が小さくなる方向に回転させ、流入角がゼロの状態を経由してフェ
ザー状態になるように制御することを特徴とするダウンウインド型風車。
【請求項３】
　ピッチ角を制御可能なブレードを有するダウンウインド型風車の停止方法であって、
　前記風車を停止させる際に、前記ブレードのピッチ角を流入角が大きくなる方向に回転
させてブレードがフェザー状態になるようにネガティブフェザー動作を行うことを特徴と
するダウンウインド型風車の停止方法。
【請求項４】
　請求項３に記載のダウンウインド型風車の停止方法において、
　前記風車を停止する際の前記ブレードのピッチ角または前記ピッチ角と相関関係を有す
る状態量を判断指標として、前記ピッチ角または前記状態量が所定値を超えるときには、
前記ピッチ角を流入角が小さくなる方向に回転させ、流入角がゼロの状態を経由してフェ
ザー状態になるようにポジティブフェザー動作を行うことを特徴とするダウンウインド型
風車の停止方法。
【請求項５】
　請求項４に記載のダウンウインド型風車の停止方法において、
　複数のブレードのピッチ角の平均値を判断指標として前記ネガティブフェザー動作と前
記ポジティブフェザー動作の使い分けを行うこと特徴とするダウンウインド型風車の停止
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方法。
【請求項６】
　請求項４に記載のダウンウインド型風車の停止方法において、
　複数のブレードのピッチ角の最大値を判断指標として前記ネガティブフェザー動作と前
記ポジティブフェザー動作の使い分けを行うこと特徴とするダウンウインド型風車の停止
方法。
【請求項７】
　請求項４に記載のダウンウインド型風車の停止方法において、
　複数のブレードのピッチ角の最小値を判断指標として前記ネガティブフェザー動作と前
記ポジティブフェザー動作の使い分けを行うこと特徴とするダウンウインド型風車の停止
方法。
【請求項８】
　請求項４に記載のダウンウインド型風車の停止方法において、
　風速を判断指標として前記ネガティブフェザー動作と前記ポジティブフェザー動作の使
い分けを行うこと特徴とするダウンウインド型風車の停止方法。
【請求項９】
　請求項４に記載のダウンウインド型風車の停止方法において、
　風車の回転数を判断指標として前記ネガティブフェザー動作と前記ポジティブフェザー
動作の使い分けを行うこと特徴とするダウンウインド型風車の停止方法。


	header
	written-amendment

